
工事事故防止行動計画
ニュースレター 7号

2019.9.13

静岡県交通基盤部建設支援局工事検査課 0 5 4 - 2 2 1 - 3 6 5 2

工事事故「０」を目指して

交通基盤部
土木工事

事故発生件数

事故
分類

工事関係
者（傷害）

第三者
（傷害）

第三者
（物損）

工事事故
合計 令和元年

８月末現在
（前年同期）件数 ０件（１） ０件（０） １１件（１４） １１件（１５）

令和元年８月３１日までで「死亡事故ゼロ」１２６１日を達成しました！

【事故の概要】
・道路清掃工事における道路路肩部雑草の肩掛け式草刈り機による除草作業現場
・除草作業中の飛石対策として作業車両を除草作業現場横に停め、防護板代わりとしていた。

・朝礼時、「作業車両を除草作業者横に停めて、除草作業を行う」との安全指示事項が作業員に周知されてお
らず、除草作業を車両横からずれた状態で行ってしまった。
・小石が跳ねたが防ぐものが無かったため、走行中の観光バスに当たり、バス側面の窓ガラスが破損した。
【再発防止策】
・肩掛け式草刈り機使用時は、防護板もしくはネット等で道路への飛散を防止する作業員を配置する。
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【令和元年8月23日事故発生】

除草作業中、飛石により
観光バスの窓を破損

被害
・観光バス側面の窓ガラス破損
・バス乗客（36名）が代替車が来るまで
1時間15分の間、被災現場で足止め

工事中断 ５日間
公衆損害で減点３点

今後は

安全対策の徹底、作業員
の安全意識の向上を図っ
ていきたい。
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 可（交通量少）

　　　　　　　　　　否

　　  有

　　　　　　　　　　無

防護する 通行車がいない時間に施工

沿道部除草業務での飛石による車両破損事故及び事故防止のための取組上の留意点

民地側に家屋等防護が必要な施設があるかどうか

通行車両等が破損しないように下記事項等に留意して確実な防護を行う

●防護網等の条件
 ①長さ：十分な長さのもの、2枚使う場合はその間に隙間が出ないよう注意する
 ②高さ：十分な高さのもの
 ③形状：広角で飛石が捕捉できるようL字やコの字等の形状が望ましい
●防護網等で防護する作業員（防護者）の留意点
 ④除草作業者（除草者）の動きを注視して防護網等の位置や角度等がずれないようにする
 ⑤防護網等は安全や作業に支障のない範囲で草刈機の回転刃に極力近い位置に配置
●道路面下や道路から離れた場所の除草でも飛石に留意する
 ⑥道路面より下の法面除草や道路から離れた場所の除草でも飛石による車両破損事故事
例があるので防護を怠らない

●沿道部除草業務の飛石での車両破損事故はH29-4件、H30-3件発生
●道路面より下の法面や交通量が少ない箇所の除草ということで防護網等設けず生じた破
損事故3件を除けば、他は全て、防護網等で防護していたにも拘らず石が予想外の方向へ
飛んだり、網の隙間から飛ぶ等して防護し切れなかったことが原因となっている。
●以上を踏まえ、沿道部除草業務での飛石による車両破損事故防止のための取組上の留
意点を下記のとおりまとめたので、参考にして事故防止に努めてください。

除草作業前に飛びそうな石等の除去

現場の浮石、堆積物等飛散しそうな物の除去

通行車がいない時間を選んでの作業の可否

被害を及ぼす可能性を少しでも減らすため通行車
がいない時間を選んでの作業が可能かどうか

民地側の防護必要施設の有無

①2枚の防護網の隙間から⾶⽯

③Ｌ字型の防護網 ①対策：防護網の
隙間を作らない

①防護網の⻑さ不⾜で⾶⽯

①対策：防護網を⻑くする

②防護網の⾼さ不⾜で⾶⽯

②対策：防護網を⾼くして防護

⑥道路⾯より下の法⾯から⾶⽯

⑧対策：道路⾯より下でも防護

④除草者と防護者のずれから⾶⽯

④対策：防護者は除草者の横に配置

③コの字型の防護板等 ③天端に返し付きの防護板等

⑤防護者が回転刃 に近い程、捕捉範囲が
広がる

⑤防護者が回転刃から離れる程、捕捉範囲
が狭くなる

（橙⾊部分増）
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